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内閣衛星情報センター
C a b i n e t S a t e l l i t e I n t e l l i g e n c e C e n t e r

内閣衛星情報センターは、我が国の安全の確保、大規模災害への対応

に関する画像情報の収集・分析・情報収集衛星システムの開発・運用に

関することを任務としています。2001年に設立されて以降は、情報収

集衛星開発から運用、画像情報分析まで行う国内唯一の政府機関とし

て、国民の安全・安心に貢献しています。

内閣衛星情報センターとは

光学衛星

情報収集衛星は、外交・防衛等の安全保障及び大規

模災害等への対応等の危機管理のために必要な情

報の収集を主な目的として、導入されました。

情報収集衛星は、昼夜を問わず世界中のあらゆる場

所を高い分解能で撮像できる能力を持っています。

日中は光学衛星及びレーダ衛星が、夜間や天候が悪

い場合はレーダ衛星が主に活躍しています。

情報収集衛星とは

レーダ衛星

国内で大きな災害や事故が発生した際には、情報提供のため、

情報収集衛星の画像を加工して公開しています。

検索

〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町９ｰ１３

職員からのメッセージ

令和3年採用

一般職

【行政区分】

内閣衛星情報センター

（大卒程度）

情報収集衛星画像（加工処理画像）

林野火災による被害（令和７年）

（愛媛県今治市）

入庁後、全ての部を経験

（１～概ね６年）

・行政官としての基礎を習得し、センター職員としての基本的能力を身につけます

・本人の希望に応じ、他省庁、他機関への出向、在外研修等を経験することも可能です

（概ね７年目～）

本人の希望・適性に応じ、

本格的に各種業務に従事

・専門性を身につけ、中堅として経験・知識を磨きます

管理職として組織運営に貢献します

専門家としてセンターへ貢献します

管理職へ

専門職へ

・専門的能力を向上させ、センターの最前線で活躍

していきます

採用年度
行政 技術（全区分） 教養

採用区分

令和５年度

令和６年度

令和７年度

令和８年度

令和９年度

２名 ５名 ０名

－

－

－－

－

－

全区分から１０名程度（予定）

３名

７名

６名
（男性４、女性２）

（男性４、女性３）

（男性１、女性２）

（女性２） （男性３、女性２）

H-ⅡA49号機©三菱重工

衛星センターは行政区分の試験で入庁した方でも、宇宙分野で働くことがで

きる貴重な職場であると感じています。行政区分での入庁は技術的な知識に

関して不安な点もあるかと思いますが、入庁してからの技術的な研修も充実

しており、また、宇宙分野でのバックグラウンドを持つ出向者の方から、業務

を通して知識を学ぶことができる機会も非常に多いです。宇宙分野に興味が

ある方はぜひチャレンジしていただければと思います。

令和６年採用

一般職（大卒程度）

衛星の開発から運用、判読･分析まで行っている唯一無二の

機関であり、「政府の重要施策の決定に貢献する」という任務

に直接貢献できる分析業務とそれを技術的･事務的な面から

支える業務の両方を経験することができます。業務の特性上、

センター以外の人に自分の仕事の話をすることはできません

が、機微な情報に接する機会があることは魅力だと思います。【ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･電気･電子区分】

採用実績

業務内容 キャリアパス・イメージ管理部
総務・会計・予算・国会対応のほか、撮
像計画作成までを行う。

分析部
衛星画像を判読・分析し、報告書を作成す
る。

技術部
開発・打上げ・管制・管理のほか、最
新の技術動向を調査する。


